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「適塩」は現在社会に残された栄養学上の重要なテ

ーマの一つである。本研究は，食品中の匂い成分を分

離同定し，マウスに匂いをかがせて適塩効果を発揮す

るか否かを検討し，そのメカニズムを解明することを目的

とする。嗅覚情報は辺縁系などに直接入力し，情動の

発現，視床下部ホルモン分泌，自律神経調節などに強

力に作用するため，生得的，効果的な塩味調節作用を

発揮する可能性がある。食品の匂いが塩味調節作用を

持つことを示唆する研究は多いが，活性物質の同定に

至った研究は少なく，減塩を促進する匂い物質の解明

が求められている。本研究は食品中の匂い成分を用い

た食塩摂取調節に新たな可能性を追求するものである。 

まず，マウスの二瓶選択実験の系を作成し，自作の

匂い発生器と二瓶選択法を用いて C57BL/6J マウスに

対して水と 0.15 M NaCl 水溶液の 24 時間の摂取率を

計測し食品中におい成分の適塩作用を確認した。その

結果，オレガノ（Oregano）再仕込み醤油，ベーコン燻煙

臭，などに活性があり，中でもオレガノの活性は高く，雌

雄いずれにも効果が見られた。次にオレガノの揮発性

成分を固相マイクロ抽出法および GC-MS を用いて揮発

性物質プロフィールを明らかにし，揮発性有機酸やアル

コール類，モノテルペン類などが含まれていることが分

かった。このうち，全体の 66%は carvacrol であることを

見出した。Carvacrol が適塩活性成分であることを明らか

にするために，気相中の匂い成分を簡便正確に定量す

る方法を開発し（Osada, et,al. 2021: Biosci Biotechnol 

Biochem. 2021;85(12):2343-51.），その技術を基に食品

中の揮発性成分を一定の濃度で 24 時間継続的にマウ

スに暴露する評価系を確立し，carvacol が活性成分の

主体であることを正確に突き止めた。 

次に，Oregano（Carvacrol）の顕著な適塩作用に着目

し，適塩効果の濃度依存性，雌雄差，について研究した。

Oregano の匂いによりマウスの食塩水嗜好率の低下は雌

雄共に誘起された。一方 Carvacrol 単独の場合，雌では

適塩作用を誘起したが，オスでは弱かった。また 24 時間

の食塩水摂取量の抑制は濃度依存的に起こったが，適

塩活性を発揮する閾値はメスの方が低かった。したがっ

て Oregano の効果は雌雄同様に見えるが Carvacrol 単

独では雄ではやや活性が低いことから，Oregano 中の他

の揮発性成分との混合臭が効果を発揮している可能性

が示唆された。 

オレガノの十分な適塩効果を確認した後に，嗅球，扁

桃体，視床下部などを採取して各組織の cDNA を定量

PCR に供した．食塩摂取に関与するホルモンや神経伝

達物質等のシグナル物質及びその受容体を解析したと

ころ，オレガノ群にて嗅球と扁桃体のセロトニン受容体

の有意な増加が確認され，セロトニン神経系の活性化

が適塩効果と関連することが示唆された．さらに視床下

部ではオレキシン系の低下とオキシトシンの弱い増加が

見られた．これら脳内シグナル系の転写活性の増加を

介して適塩作用が発揮されているものと解される。 

最後に，免疫組織化学的手法を用いて，Oregano 揮

発成分が塩分の食欲を司る脳領域に及ぼす影響を探っ

た。その結果，Oregano 揮発成分が塩分摂取の中枢であ

る分界条床核腹側部（VST）を雌雄ともに有意に刺激す

ることが確認された。これらの結果は，Oregano の揮発成

分の嗅覚刺激が，VST に作用して適塩作用を誘導して

いることを示唆している。 
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